
【評価の流れ
ひょうかのながれ

】

評価
ひょうか 前年度

ぜんねんど

評価
ひょうか

1 子どもの参画
さんかく

自分
じぶん

たちに影響
えいきょう

を及
およ

ぼす問
もん

題
だい

へ

の、子どもたちの積極的
せっきょくてき

参画
さんかく

を推進
すいしん

すること。意思
いし

決
けっ

定
てい

プロセスで子どもたちの意見
いけん

に耳

を傾
かたむ

け、それを考慮
こうりょ

に入れるこ

と。

5 5

2
子どもにやさしい

法的
ほうてき

枠
わく

組
ぐ

み

すべての子どもの人権
じんけん

を一貫
いっかん

し

て促進
そくしん

・保護
ほご

する条例
じょうれい

、規則
きそく

の

枠組
わくぐ

みおよび手続
てつづき

を確
かく

保
ほ

するこ

と。

4 4

3
子どもの人権

じんけん

を

保
ほ

障
しょう

する施策
しさく

子どもにやさしいまちづくりのため

の詳細
しょうさい

かつ包括
ほうかつ

的な戦略
せんりゃく

ないし

項目
こうもく

を、条約
じょうやく

にもとづいて策定
さくてい

すること。

5 5

4

子どもの人権
じんけん

部
ぶ

門
もん

または調整
ちょうせい

機
き

構
こう

子どもの視点
してん

が優先
ゆうせん

的に考
こう

慮
りょ

さ

れるようにするための恒久的
こうきゅうてき

体制
たいせい

を地方
ちほう

自治体
じちたい

のなかで発
はっ

展
てん

させていくこと。

5 5

5
子どもへの影響

えいきょう

評価
ひょうか

条例
じょうれい

・規則
きそく

・政策
せいさく

・実務
じつむ

が子ども

たちに与
あた

える影響
えいきょう

を、事
じ

前
ぜん

に、

実施
じっし

中
ちゅう

におよび実施
じっし

後
ご

に評価
ひょうか

するための制度
せいど

的
てき

プロセスを確
か

保
くほ

すること。

5 4

6
子どもに関

かん

する

予
よ

算
さん

子どものための十分
じゅうぶん

な資源
しげん

配
はい

分
ぶん

と予算
よさん

分析
ぶんせき

を確保
かくほ

すること。

5 5

7
子ども報告書

ほうこくしょ

の

定期的発行
ていきてきはっこう

子どもたちおよび子どもの権
けん

利
り

の

状況
じょうきょう

 に 関
かん

する十分
じゅうぶん

なモニタリン

グとデータ収集
しゅうしゅう

 を 確保
かくほ

するこ

と。

5 5

8
子どもの人権

じんけん

の

広報
こうほう

おとなおよび子どもの間
あいだ

で子ども

の人権
じんけん

に関
かん

する認識
にんしき

が定
てい

着
ちゃく

する

ようにすること。

5 5

9

子どものための

独立
どくりつ

したアドボカ

シー

子どもの人権
じんけん

を促進
そくしん

するため、

NPO等
など

の支援
しえん

、独立
どくりつ

の人
じん

権
けん

機
き

関
かん

-子どもオンブズマンや子ども

コミッショナー-の設置
せっち

を進
すす

めるこ

と。

4 4

10

子どもにやさしい

まちづくり宣言
せんげん

を

基本
きほん

とする取
と

り

組
く

み（富谷市
とみやし

オ

リジナル要素
ようそ

）

「富谷市
とみやし

子どもにやさしいまちづ

くり宣言
せんげん

」の５つの柱
はしら

を基本
きほん

とした

取
と

り組
く

みを実施
じっし

すること。

5 5

総合
そうごう

評価
ひょうか

構成
こうせい

要素
ようそ

１～10の評価
ひょうか

の平均
へいきん 4.8 4.7

多方面
たほうめん

にわたるNPO、企業
きぎょう

等
とう

とのパートナーシップを発展
はってん

させ、連携
れんけい

を継続
けいぞく

している。連
れん

携
けい

先
さき

事業者
じぎょうしゃ

とは意見交換
いけんこうかん

を行
おこな

い、対等
たいとう

であることを前提
ぜんてい

としたパートナーシップを結
むす

ん

でいる。また、地域
ちいき

の課題解決
かだいかいけつ

に向
む

けて公益的
こうえきてき

な活動
かつどう

をしている市民団体
しみんだんたい

の登録制度
とうろくせいど

を整備
せいび

し、次年度
じねんど

からのさらなる活動支援
かつどうしえん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る取組
とりくみ

が見
み

られる。

今後
こんご

も全庁的
ぜんちょうてき

に企業
きぎょう

やNPO等
とう

とのパートナーシップを発展
はってん

させていく。その中
なか

で、

市民活動団体
しみんかつどうだんたい

が活動
かつどう

しやすい環境整備
かんきょうせいび

を行
おこな

うことで、さらなる連携体制
れんけいたいせい

を構築
こうちく

・

発展
はってん

させていくことを目指
めざ

す。また、NPO等
とう

には、管理的
かんりてき

ではない適切
てきせつ

な支援
しえん

を行
おこな

い、同
おな

じ目線
めせん

に立
た

って情報
じょうほう

を共有
きょうゆう

し、連携
れんけい

・協力
きょうりょく

 を図
はか

っていく。すでに行
おこな

われてい

る取組
とりくみ

の中
なか

で、こども・若者
わかもの

主導
しゅどう

の団体活動
だんたいかつどう

が行
おこな

われている場
ば

合
あい

には、それらに

対
たい

する奨励支援
しょうれいしえん

の方法
ほうほう

を検討
けんとう

していく。こどものための自律的
じりつてき

な人権機関
じんけんきかん

（こども

オンブズマン、こどもの権利
けんり

コミッショナー）の設置
せっち

については、今
こん

後
ご

検討
けんとう

していく。

子
こ

どもにやさしいまちづくりに関
かん

する取組
とりくみ

は、全庁的
ぜんちょうてき

に積極的
せっきょくてき

に実施
じっし

されている。条例
じょうれい

制
せい

定
てい

に伴
ともな

って実施
じっし

された取組
とりくみ

や、はじめの100か月
げつ

の育
そだ

ちビジョン啓発事業
けいはつじぎょう

等
とう

、新規
しんき

に実
じっ

施
し

された事業
じぎょう

・取組
とりくみ

のみならず、昨年度
さくねんど

やそれ以前
いぜん

から実施
じっし

されてきた取組
とりくみ

について

も、引
ひ

き続
つづ

き実施
じっし

されているものが多
おお

く、子
こ

どもにやさしいまちづくりの取組
とりくみ

として継続
けいぞく

性
せい

が見
み

られている。また、こどもの意見
いけん

を聴
き

き、まちづくりに活
い

かす取組
とりくみ

として、年齢
ねんれい

や発
はっ

達
たつ

段階
だんかい

に応
おう

じた意見聴取
いけんちょうしゅ

や発表
はっぴょう

の機会
きかい

が各課
かくか

の事業
じぎょう

において設
もう

けられており、全庁的
ぜんちょうてき

な

取組
とりくみ

の広
ひろ

がりが見
み

られている。

構成要素
こうせいようそ

10は富谷市
とみやし

独自
どくじ

のものであり、その項目
こうもく

を子
こ

どもにやさしいまちづくり条
じょ

例
うれい

の基本理念
きほんりねん

に据
す

えている。このことにより、今後
こんご

も5つの項目
こうもく

を柱
はしら

として、全庁的
ぜんちょうてき

な取組
とりくみ

を継続
けいぞく

して行
おこな

っていく。

これまでもこどもの意見
いけん

の聴取
ちょうしゅ

は各課
かくか

の所管事業
しょかんじぎょう

の中
なか

で行
おこな

われていたが、聴取
ちょうしゅ

し

た意見
いけん

を実際
じっさい

の施策
しさく

等
とう

へ反映
はんえい

させる動
うご

きも見
み

られ始
はじ

めている。これらの前向
まえむ

きな

変化
へんか

がより一層
いっそう

推進
すいしん

されるよう、市役所
しやくしょ

のみならずオール富谷
とみや

で取
と

り組
く

んでいく。

資源
しげん

や予算
よさん

の配分
はいぶん

については、行政実績報告書
ぎょうせいじっせきほうこくしょ

や各種
かくしゅ

会計決算書
かいけいけっさんしょ

により、予算
よさん

配分
はいぶん

の公正性
こうせいせい

について議会
ぎかい

で承認
しょうにん

を得
え

ており、公正性
こうせいせい

は保
たも

たれている。また、その予算
よさん

策定
さくてい

のプロセスや使途
しと

、各課
かくか

が所管
しょかん

する主要
しゅよう

な事業
じぎょう

予算
よさん

は広
ひろ

く公表
こうひょう

されている。

こどもに関
かん

する予算
よさん

については、対外的
たいがいてき

な取組紹介等
とりくみしょうかいとう

を通
つう

じて一部
いちぶ

のこどもたちに公表
こうひょう

しているものの、「子
こ

ども向
む

けの予算
よさん

」の作成
さくせい

にあたっては、掲載内容
けいさいないよう

等
とう

も含
ふく

め、検討
けんとう

を

要
よう

する段階
だんかい

である。

現時点
げんじてん

で予算
よさん

配分
はいぶん

の公正性
こうせいせい

は保
たも

たれており、今後
こんご

も予算配分
よさんはいぶん

の公正性
こうせいせい

が保
たも

たれ

るよう、取組
とりくみ

を継続
けいぞく

していく。こどもに関連
かんれん

する事業
じぎょう

だけを抽出
ちゅうしゅつ

した「子
こ

ども向
む

けの

予
よ

算
さん

」の作成
さくせい

については検討
けんとう

を重
かさ

ねるとともに、広報紙
こうほうし

やホームページによる情報
じょうほう

発
はっ

信
しん

等
とう

を継続
けいぞく

し、こどもにも分
わ

かりやすい記載
きさい

についても検討
けんとう

していく。

「子
こ

ども報告書
ほうこくしょ

」という名称
めいしょう

の報告書
ほうこくしょ

は定期発行
ていきはっこう

されていないが、行政実績報告書
ぎょうせいじっせきほうこくしょ

や

福祉
ふくし

・教育部局
きょういくぶきょく

のこどもに関
かか

わる計画
けいかく

等
とう

、類似
るいじ

した報告書
ほうこくしょ

により、データの収集
しゅうしゅう

や公
こう

表
ひょう

、施策
しさく

への活用
かつよう

、こどもやこどものために働
はたら

く人
ひと

への情報提供
じょうほうていきょう

が行
おこな

われている。また

前年度
ぜんねんど

に実施
じっし

した市民
しみん

アンケート結果
けっか

を基
もと

に、分析
ぶんせき

を検討
けんとう

している。

こどもについてのデータ収集
しゅうしゅう

や政策立案
せいさくりつあん

への活用
かつよう

を継続
けいぞく

するとともに、こども報告
ほうこく

書
しょ

の役割
やくわり

を果
は

たすためのデータの収集
しゅうしゅう

や施策
せさく

への活用
かつよう

について、検討
けんとう

を続
つづ

ける。

また、子
こ

どもにやさしいまちづくりに向
む

けた進捗度
しんちょくど

についても、データを収集
しゅうしゅう

したうえ

で判断
はんだん

できるよう、判断方法
はんだんほうほう

について検討
けんとう

を重
かさ

ねる。

第
だい

2次
じ

男女共同参画基本計画
だんじょきょうどうさんかくきほんけいかく

の策定
さくてい

において、「幼児教育
ようじきょういく

・学校教育
がっこうきょういく

における男女
だんじょ

共
きょう

同
どう

参画
さんかく

の実現
じつげん

」を基本目標
きほんもくひょう

の一つに掲
かか

げたことで、こども、教職員
きょうしょくいん

、保護者
ほごしゃ

等
とう

の人権
じんけん

や

男女共同参画
だんじょきょうどうさんかく

に関
かん

する理解
りかい

の促進
そくしん

が図
はか

られた。こどもに対
たい

しては、令和
れいわ

６年度
ねんど

から実
じっ

施
し

されている学級憲章
がっきゅうけんしょう

づくりの取組
とりくみ

が継続
けいぞく

されており、また、法務局
ほうむきょく

や人権
じんけん

擁護
ようご

委員
いいん

に

よる人権教室
じんけんきょうしつ

等
とう

が行
おこな

われている。全庁的
ぜんちょうてき

な取組
とりくみ

を継続
けいぞく

してきたことにより、こどもの人権
じんけん

に関
かん

する研修
けんしゅう

を受講
じゅこう

した管理職
かんりしょく

において、「こども主体
しゅたい

目線
めせん

」ついての理解
りかい

の広
ひろ

がりが見
みう

受けられる。

こどもの人権
じんけん

について、大人
おとな

だけでなくこども自身
じしん

の理解
りかい

が深
ふか

まるよう、継続
けいぞく

して周
しゅう

知
ち

啓発
けいはつ

に取
と

り組
く

む。小中学校
しょうちゅうがっこう

で実施
じっし

されている学級憲章
がっきゅうけんしょう

の取組
とりくみ

については、こど

も自身
じしん

が子
こ

どもの権利
けんり

について学
まな

ぶ機会
きかい

として継続
けいぞく

されるよう促
うなが

していく。また、職
しょく

員
いん

向
む

けに子
こ

どもにやさしいまちづくりに関
かん

する研修
けんしゅう

の機会
きかい

を検討
けんとう

し、受講機会
じゅこうきかい

の確
かく

保
ほ

と積極的
せっきょくてき

な参加
さんか

を進
すす

めていく。

総合計画
そうごうけいかく

前期
ぜんき

基本計画
きほんけいかく

において、基本目標
きほんもくひょう

のうちのひとつの施策
しさく

に「子
こ

どもにやさしい

まちづくり」が位置
いち

付
づ

けられたこと、また、富谷市
とみやし

子
こ

どもにやさしいまちづくり条例
じょうれい

が制定
せいてい

さ

れたことにより、各課
かくか

で所管
しょかん

している計画
けいかく

との整合性
せいごうせい

が図
はか

られ、本市
ほんし

の子
こ

どもにやさしい

まちづくりの方向性
ほうこうせい

について、第三者
だいさんしゃ

等
とう

を含
ふく

めた幅広
はばびろ

い協議
きょうぎ

が行
おこな

われることにつながっ

ている。

また、男女共同参画基本計画
だんじょきょうどうさんかくきほんけいかく

において、幼児教育
ようじきょういく

や学校教育
がっこうきょういく

における男女
だんじょ

共同参画
きょうどうさんかく

について盛
も

り込
こ

まれていることも、こどもの人権
じんけん

を保障
ほしょう

する施策
しさく

の展開
てんかい

として重要
じゅうよう

であ

る。

子
こ

どもにやさしいまちづくりについては、総合計画
そうごうけいかく

前期
ぜんき

基本計画
きほんけいかく

、子
こ

どもにやさしい

まちづくり条例等
じょうれいとう

に基
もと

づき実施
じっし

していく。また、それらを含
ふく

む各種計画
かくしゅけいかく

については、

第三者
だいさんしゃ

を含
ふく

めた協議
きょうぎ

や実施
じっし

評価
ひょうか

を行
おこな

う予定
よてい

である。引
ひ

き続
つづ

き、各
かく

戦略策定時
せんりゃくさくていじ

に

は子
こ

どもの権利条約
けんりじょうやく

の視点
してん

に立
た

ち、こども自身
じしん

に影響
えいきょう

を与
あた

える事柄
ことがら

について、こど

もの意見
いけん

を十分
じゅうぶん

に取
と

り入
い

れる機会
きかい

を設
もう

けていく。

また、令和
れいわ

８年度
ねんど

には、子
こ

どもにやさしいまちづくり条例
じょうれい

の概要版
がいようばん

を全戸配布
ぜんこはいふ

すると

ともに、こどもを対象
たいしょう

としたリーフレットを作成
さくせい

し、子
こ

どもにやさしいまちづくりの理念
りねん

等
とう

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

に努
つと

める。

全庁的
ぜんちょうてき

な取組
とりくみ

の推進
すいしん

および市民
しみん

や地域
ちいき

とオール富谷
とみや

で子
こ

どもにやさしいまちづくりを展
てん

開
かい

することを目指
めざ

し、富谷市
とみやし

子
こ

どもにやさしいまちづくり条例
じょうれい

を制定
せいてい

した。以前
いぜん

より、子
こ

ど

もにやさしいまちづくり推進庁内連携会議
すいしんちょうないれんけいかいぎ

を設置
せっち

し、庁内
ちょうない

の調整
ちょうせい

を図
はか

ってきたが、条例
じょうれい

に

おいて施策
しさく

の総合的
そうごうてき

な調整及
ちょうせいおよ

び推進
すいしん

を図
はか

る役割
やくわり

として改
あらた

めて同会議
どうかいぎ

を位
い

置
ち

づけた。事
じむ

務局
きょく

は、引
ひ

き続
つづ

き子育
こそだ

て支援
しえん

センターに設置
せっち

されており、子
こ

どもにやさしいまちの推進
すいしん

や、こどもに影響
えいきょう

を及
およ

ぼす政策
せいさく

の調整
ちょうせい

に関
かん

する取組
とりくみ

を行
おこな

っている。

今後
こんご

も事務局
じむきょく

が全庁的
ぜんちょうてき

な推進
すいしん

について働
はたら

きかけを行
おこな

い、推進庁内連携会議
すいしんちょうないれんけいかいぎ

や

推進
すいしん

に関
かん

する会議
かいぎ

の開催
かいさい

を継続
けいぞく

していく。総合計画
そうごうけいかく

前期
ぜんき

基本計画
きほんけいかく

（令和
れいわ

12年度
ねんど

まで）、富
とみ

谷
や

市
し

こども計画
けいかく

～とみやこどもにやさしいまちプラン（令和
れいわ

7～11年度
ねんど

）、

富谷市
とみやし

子
こ

どもにやさしいまちづくり事業
じぎょう

実践行動計画
じっせんこうどうけいかく

（令和
れいわ

7～9年度
ねんど

）に基
もと

づき、

子
こ

どもにやさしいまちづくりやこどもに関
かん

する取組
とりくみ

を実施
じっし

していく。

令和
れいわ

7年度
ねんど

においても総合計画審議会
そうごうけいかくしんぎかい

への中学生
ちゅうがくせい

の参加
さんか

が継続
けいぞく

され、その他
ほか

にも、

地域福祉計画
ちいきふくしけいかく

の策定
さくてい

にあたり中学生
ちゅうがくせい

～高校生
こうこうせい

を対象
たいしょう

としたアンケート調査
ちょうさ

を実施
じっし

した

ほか、子
こ

どもにやさしいまちづくり条例
じょうれい

の制定
せいてい

にあたり、こどもでも分
わ

かりやすい条文案
じょうぶんあん

に

ついて小学生
しょうがくせい

に意見
いけん

を求
もと

めるなど、こどもたちが事前
じぜん

事後
じご

のプロセスに関
かか

わる機会
きかい

の広
ひろ

がりが見
み

られる。また、特定集団
とくていしゅうだん

のこどもに対
たい

する取組
とりくみ

としては、各課
かくか

の計画
けいかく

において特
とく

定集団
ていしゅうだん

を含
ふく

む全
すべ

てのこどもを対象
たいしょう

とした計画策定
けいかくさくてい

がされていることに加
くわ

え、ひとり親
おや

家庭
かてい

のこども等
とう

を対象
たいしょう

とした新
あら

たな取組
とりくみ

が行われている。事前事後
じぜんじご

の評価
ひょうか

プロセスにおいて

は、引
ひ

き続
つづ

き外部評価
がいぶひょうか

も行
おこな

っている。

計画
けいかく

の策定
さくてい

等
とう

、事前事後
じぜんじご

のプロセスにこどもが関
かか

わる機会
きかい

の広
ひろ

がりが見
み

られてお

り、今後
こんご

もそのような機会
きかい

を広
ひろ

げられないか検討
けんとう

を行
おこな

う。こどもへの影響
えいきょう

評価
ひょうか

につ

いては、こども自身
じしん

による評価
ひょうか

、第三者
だいさんしゃ

による評価
ひょうか

ともに、どのようなプロセスに取
と

り

入
い

れられるのか検討
けんとう

を続
つづ

けていく。また、子
こ

どもにやさしいまちづくり事業
じぎょう

への第三
だいさん

者
しゃ

による評価
ひょうか

として、令和
れいわ

9年度
ねんど

に子
こ

どもにやさしいまちづくり事業
じぎょう

実践
じっせん

自治体
じちたい

承
しょ

認審査
うにんしんさ

を控
ひか

えており、なお一層
いっそう

の推進
すいしん

を図
はか

っていく。

総合計画
そうごうけいかく

前期
ぜんき

基本計画
きほんけいかく

の基本目標
きほんもくひょう

のうちの一
ひと

つの施策
しさく

に「子
こ

どもにやさしいまちづくり」

が位置
いち

付
づ

けられたこと、さらに富谷市
とみやし

子
こ

どもにやさしいまちづくり条例
じょうれい

が制定
せいてい

されたことに

より、本市
ほんし

におけるこどもの人権
じんけん

や意見
いけん

の尊重
そんちょう

に関
かん

して、様々
さまざま

な取組
とりくみ

が行
おこな

われている。

また、その他
ほか

に、こどもの人権
じんけん

や権利
けんり

保障
ほしょう

に直接的
ちょくせつてき

に関係
かんけい

する計画
けいかく

ではなくとも、見直
みなお

し

時
じ

における第三者
だいさんしゃ

の参加者
さんかしゃ

として、こどもも含
ふく

まれている。

昨年度
さくねんど

まで本市
ほんし

の課題点
かだいてん

であった、こどもたちの権利
けんり

侵害
しんがい

に対
たい

する救済
きゅうさい

については、子
こ

どもにやさしいまちづくり条例
じょうれい

に条文
じょうぶん

として明記
めいき

しており、今後
こんご

、具体的
ぐたいてき

な取組
とりくみ

として検討
けんとう

を重
かさ

ねていくこととしている。

各種計画
かくしゅけいかく

や条例
じょうれい

、規則
きそく

等
とう

の制定
せいてい

や見直
みなお

しの際
さい

には、子
こ

どもの権利
けんり

条約
じょうやく

の４つの

一
いっ

般
ぱん

原則
げんそく

の理念
りねん

が反映
はんえい

されるよう意識
いしき

していく。

また、権利
けんり

侵害
しんがい

に対
たい

する救済
きゅうさい

の確保
かくほ

や権利
けんり

擁護
ようご

・苦情
くじょう

申立
もうした

て手続
てつづき

等
とう

について

は、他
た

自治体
じちたい

等
とう

を参考
さんこう

にしながら引
ひ

き続
つづ

き検討
けんとう

を進
すす

めるとともに、こどもたち自身
じしん

にも権利
けんり

救済等
きゅうさいとう

の手続
てつづ

きについて周知
しゅうち

できるよう取
と

り組
く

んでいく。

ユニセフ日本型
が た

子どもにやさしいまち構成要素
こ う せ い よ う そ

による評価
ひ ょ う か

【富谷
と み や

市
し

】（令和
れ い わ

７年度
ね ん ど

）

担当
たんとう

部署
ぶしょ

における自己評価
じこひょうか

構成
こうせい

要素
ようそ

ごとの評価
ひょうか

総合評価
そうごうひょうか

・市役所
しやくしょ

全庁
ぜんちょう

においてユニセフ「日本型
にほんがた

子
こ

どもにやさしいまちモ

デル構成要素
こうせいようそ

チェックリスト（※）」【富谷市版
とみやしばん

】を用
もち

いてルーブ

リック評価
ひょうか

を実施
じっし

しました。

・評価
ひょうか

内容
ないよう

について、子
こ

どもにやさしいまちづくりの視点
してん

でヒアリン

グを実施
じっし

しました。

※チェックリストの内容
ないよう

は同
おな

じページ内
ない

の「日本型
にほんがた

子
こ

どもにやさし

いまちモデル構成
こうせい

要素
ようそ

チェックリスト」【富谷市
とみやし

版
ばん

】をご覧
らん

くださ

い。

・10の構成要素
こうせいようそ

ごとの各項目
かくこうもく

において、各課
かくか

での評価
ひょうか

、取組
とりくみ

の過程
かてい

、進捗度
しんちょくど

を踏
ふ

まえ、「市
し

全体
ぜんたい

の取組
とりくみ

」としての視点
してん

で事務局
じむきょく

がルーブリック評価
ひょうか

を行
おこな

いました。

・判定
はんてい

 基準
きじゅん

を定
さだ

めて、構成
こうせい

要素
ようそ

ごとに点数化
てんすうか

しました。

・◎、〇の割合
わりあい

が、

　80％以上
いじょう

➡5　　　60～79％➡4　　40～59％➡３

　20～39％➡2　　　20％未満
みまん

➡１

・ルーブリック評価
ひょうか

と判定
はんてい

基準
きじゅん

により点数化
てんすうか

した10の構成
こうせい

要素
ようそ

の評
ひょ

価
うか

の内容
ないよう

と数値
すうち

の平均
へいきん

を富谷市
とみやし

の令和
れいわ

7年度
ねんど

の評価
ひょうか

としました。

構成
こうせい

要素
ようそ

評価
ひょうか

理由
りゆう

及
およ

び根拠
こんきょ

評価
ひょうか

を踏
ふ

まえた今後
こんご

の取組
とりくみ

こどもの意見
いけん

を反映
はんえい

させることについて、全庁的
ぜんちょうてき

に意識
いしき

して取組
とりくみ

及
およ

び検討
けんとう

が行
おこな

われてお

り、特
とく

にこどもに直接関
ちょくせつかか

わる事業
じぎょう

・取組
とりくみ

において、既
すで

に実施
じっし

に至
いた

っているものが多
おお

い。こ

の背景
はいけい

として、市役所職員
しやくしょしょくいん

や関係機関
かんけいきかん

（市内
しない

保育施設
ほいくしせつ

、児童
じどう

クラブ、障害児
しょうがいじ

福祉関連
ふくしかんれん

機関
きかん

等
とう

、こどもと日常的
にちじょうてき

に関
かか

わる機関
きかん

）への各種
かくしゅ

研修等
けんしゅうとう

を通
つう

じて、こどもの意見
いけん

の尊重
そんちょう

や反映
はんえい

についての理解
りかい

が広
ひろ

がっていることが考
かんが

えられる。

特
とく

に令和
れいわ

７年度
ねんど

は、こどもも含
ふく

めたすべての世代
せだい

の福祉
ふくし

の推進
すいしん

について令和
れいわ

８年
ねん

度
ど

に

策定
さくてい

される地域福祉計画
ちいきふくしけいかく

に向
む

けてのアンケートや、子
こ

どもにやさしいまちづくり条例
じょうれい

制定
せいてい

にあたり、小学生
しょうがくせい

～高校生
こうこうせい

のこどもたちからの意見聴取
いけんちょうしゅ

やその意見
いけん

を反映
はんえい

したこと

が大
おお

きな取組
とりくみ

であった。

こどもたちの積極的
せっきょくてき

な参画
さんかく

を促
うなが

すことや、こどもたちの意見
いけん

を聴
き

き、それを考慮
こうりょ

に

入
い

れることについて、既
すで

に実施
じっし

している事業
じぎょう

・取組
とりくみ

は継続
けいぞく

していく。こどもに関
かん

する

事柄
ことがら

について、こどもたち自身
じしん

が意見
いけん

を聴
き

かれる機会
きかい

が設
もう

けられるよう、検討
けんとう

を進
すす

めていく。

また、子
こ

どもにやさしいまちづくり条例
じょうれい

の施行
しこう

に伴
ともな

い、条例
じょうれい

やその理念
りねん

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

にも努
つと

めていく。


